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七
九
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
中　
　
根　
　
千　
　
絵
は
じ
め
に
　
論
者
は
、『
説
林
』
五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』（
全
巻
、
表
紙
の
題
は
『
今
昔
物
語
』
と
書
い
て
あ
る
が
、
内
題
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論
じ
）
1
（
た
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、『
説
林
』
五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
）
2
（
た
。
巻
二
、
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
の
場
合
は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
）
3
（
た
。
但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
）
4
（
る
。
巻
三
・
巻
六
・
巻
十
で
は
、
特
に
、
野
村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
八
〇
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本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中
間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
け
、
彦
根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態
本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
）
5
（
た
。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が
高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
）
6
（
た
。
ま
た
、
巻
十
一
・
巻
十
二
で
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
お
い
て
、
出
典
等
に
よ
る
補
入
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
現
は
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
）
7
（
た
。
巻
十
二
の
分
析
に
お
い
て
は
。
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
Ｃ
お
よ
び
野
村
本
は
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
ま
た
、
巻
十
二
に
お
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
み
が
最
も
古
い
鈴
鹿
本
の
表
記
の
一
部
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
）
8
（
た
。
巻
十
三
で
は
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
多
く
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
一
方
、
Ｂ
本
の
み
と
重
な
る
箇
所
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
東
大
本
乙
が
古
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
、
流
布
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
の
両
方
に
お
い
て
、
彦
根
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
両
本
の
表
現
の
全
て
が
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
彦
根
本
が
乙
本
と
同
系
統
の
本
文
を
引
き
写
し
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
で
は
、「
欠
験
記
ニ
依
テ
補
フ
」
と
い
う
朱
傍
が
あ
り
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
は
、
同
じ
固
有
名
詞
を
記
し
て
い
る
が
、
流
布
本
系
の
乙
本
、
Ａ
本
、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
、
ま
た
、
彦
根
本
も
、
欠
を
補
わ
ず
、
□
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
本
系
に
お
い
て
も
校
訂
が
な
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
）
9
（
た
。
巻
十
四
に
お
い
て
も
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
が
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
）
10
（
た
。
巻
十
五
の
本
文
の
異
同
か
ら
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
る
と
い
う
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
）
11
（
た
。
八
一
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
巻
十
六
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
六
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
六
の
本
文
異
同
凡
例
　
一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し
た
。）
★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載
る
考
察
は
必
要
に
応
じ
て
「 
」
に
入
れ
て
付
し
た
。
　
各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
底
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
（
東
大
本
甲
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
が
現
在
の
諸
本
の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】　　
北
│
東
北
大
本　
実
│
実
践
女
子
大
本　
国
│
國
學
院
大
本　
野
│
野
村
本　
以
上
、
古
本　
乙
│
東
大
本
乙　
Ａ
│
内
閣
文
庫
本
Ａ　
Ｂ
│
内
閣
文
庫
本
Ｂ　
Ｃ
│
内
閣
文
庫
本
Ｃ　
以
上
流
布
本　
彦
│
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
大
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
八
二
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巻
十
六
目
録
四
二
一　
　
帰
来
語
（
第
一
） 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
歸
）
　
　
　
　
　
女
（
第
二
二
） 
底
実
国
野
乙
Ｂ
巻
十
六
第
一
話
四
二
二
4　
天
皇
ノ 
諸
大
　
　
　
8　
隠
ケ
レ
ハ 
Ｂ
「
隠
シ
テ
ケ
リ
バ
」
底
北
実
国
大
（
底
北
は
リ
に
レ
と
朱
傍
）「
隠
シ
テ
ケ
レ
ハ
」
野
乙
Ａ
Ｃ
 
「
古
本
か
く
作
る
。
次
行
の
「
破
リ
テ
ケ
リ
バ
」
も
同
じ
事
情
。「
隠
シ
テ
ケ
リ
」
と
「
隠
シ
テ
ケ
レ
バ
」
と
の
混
態
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
9　
破
リ
テ
ケ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
破
リ
テ
ケ
リ
ハ
」
底
北
実
国
野
（
底
北
は
後
の
リ
に
レ
と
朱
傍
）
　
　
　
10　
居 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
行
善
ヲ
船
ニ
乗
テ
渡
ス 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
即
□
下
テ 
大　
　
Ａ
・
Ｃ
二
本
以
外
諸
本
欠
字
。
　
　
　
14　
静
マ
リ
ヌ
レ
リ 
乙
Ａ
　
　
　
15　
渡
ヌ
ト
云
人
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
渡
ヌ
ト
云
フ
人
ヲ
」
底
北
実
国
野
（
底
は
ヌ
の
下
に
名
脱
と
朱
傍
）「
渡
ヌ
ト
云
フ
人
ヲ
」
大
 
諸
本
欠
字
。
上
の
「
渡
ヌ
」
は
「
渡
ヌ
の
即
チ
」
の
意
。
　
　
　
16　
日
夜
敬
シ
奉
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
二
三
2　
ト
云
フ
人
ノ 
諸
大
八
三
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
巻
十
六
第
二
話
四
二
三
10　
天
皇 
諸
大
　
　
　
11　
國
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
助
ケ
ン
ト
ス
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
籠
メ
置
タ
レ
ハ 
Ａ
Ｂ
　
　
　
13　
望
ミ
絶
ヌ
ル 
乙
Ｂ
Ｃ
四
二
四
3　
観
音
ノ
像
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
自
然
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
恩
シ 
諸
大
「
思
」
Ｃ
　
　
　
9　
給
ハ
ン
ト 
「
給
ハ
ム
ト
」
大
巻
十
六
第
三
話
　
　
　
16　
幼
ノ
時
ヨ
リ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
二
五
1　
郡
ノ
内
ニ 
Ａ
Ｃ
　
　
　
1　
験
シ
合
フ 
諸
（
底
北
実
国
は
合
に
給
歟
と
傍
書
）「
験
ジ
給
フ
」
Ｂ
大
 
諸
本
「
合
」
に
作
る
の
は
、「
給
」
の
省
文
か
。
　
　
　
2　
詣
キ 
諸
（
底
は
キ
を
テ
と
朱
傍
）
　
　
　
4　
来
リ
會
ス 
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
国
の
ヌ
、
Ｃ
の
會
は
変
）
　
　
　
5　
喜
キ 
諸
　
　
　
6　
見
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
八
四
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7　
手
ヲ
折
目
ヲ
彫
リ 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
我
ラ
ヲ 
乙
Ａ
　
　
　
14　
奇
意
ニ
思
フ 
Ｂ
　
　
　
16　
救
フ
故
也 
諸
「
救
ガ
故
也
」
底
大
（
カ
は
刀
に
近
き
字
体
）
　
　
　
17　
礼
シ
奉
ル
ニ 
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
二
六
1　
御
ヲ
切
テ 
乙
Ａ
Ｂ
巻
十
六
第
四
話
四
二
七
4　
不
思 
乙
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
唱
フ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
財
寳
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
寶
）「
罪
報
ヲ
」
底
北
実
国
野
大
 
「
古
本
か
く
作
る
が
、
文
意
不
通
。
流
布
本
の
如
く
「
財
宝
」
と
い
う
べ
か
り
し
も
の
を
、
口
か
ら
耳
へ
の
伝
達
の
途
上
、
同
音
が
故
に
、
ま
た
、「
重
キ
」
と
い
う
語
に
牽
引
さ
れ
、
そ
れ
と
意
義
上
関
係
の
深
い
語
に
書
き
誤
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。」
　
　
　
8　
被
散
タ
ル 
乙
Ｂ
「
破
散
タ
ル
」
Ａ
Ｃ
「
被
敢
タ
ル
」
底
北
実
国
野
大
 
「
古
本
か
く
作
る
は
、「
噉
」
の
省
文
。
流
布
本
「
散
」
に
作
る
は
、「
敢
」
の
譌
に
基
く
と
共
に
、
「
煮
散
タ
ル
」「
煮
テ
食
ヒ
散
シ
タ
リ
」
な
ど
に
牽
引
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
10　
肉 
諸
大
　
　
　
11　
見
テ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
見
テ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
11　
返
々 
諸
八
五
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
12　
拙
キ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
何
成
ケ
ム 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
二
八
1　
无
未
タ 
Ｂ
　
　
　
2　
而
ル
間
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
而
ル
ニ
間
」
底
北
実
国
野
 
「
古
本
こ
の
ま
ま
で
は
、
語
を
な
さ
ぬ
が
、
恐
ら
く
は
「
而
ル
ニ
」
と
「
而
ル
間
」
と
の
混
淆
で
あ
ろ
う
。
流
布
本
の
「
而
ル
間
ニ
」
は
、
そ
の
後
者
を
取
れ
る
も
の
。」
　
　
　
2　
廻
テ
見
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
廻
見
ル
ニ
」
北
実
国
野
「
廻
グ
テ
見
ル
ニ
」
底
大
　
　
　
4　
新
切
取
タ
リ 
諸
大
「
断
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
5　
同
シ
木 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
申
時 
諸
大
　
　
　
10　
成
 
諸
大
　
　
　
11　
人
皆
流
〆
泣
悲 
「
人
皆
涙
ヲ
流
シ
テ
□
泣
悲
」
大　
古
本
欠
字
 
「
恐
ら
く
「
不
」
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
11　
此
寺
ヲ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
ノ
寺
ヲ
」
底
北
実
国
野
大
「
此
寺
ヲ
」
乙
巻
十
六
第
五
話
四
二
九
3　
語
ヒ
テ
請
テ 
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
6　
燉
物
ヲ 
諸
（
底
北
実
国
野
の
燉
は
変　
牛
×
斗
に
作
る
。
Ａ
Ｃ
は
料
、
乙
の
物
は
木
偏
）
　
　
　
6　
約
ヲ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
約
は
変
、
乙
の
旁
は
勿
、
実
国
の
変
は
幺
）
　
　
　
9　
長
八
計
也 
Ａ
Ｃ
「
長
八
寸
計
也
」
Ｂ
「
長
八
許
也
」
乙
「
長
ケ
八
□
許
也
」
野
「
長
ケ
□
八
□
許
也
」
底
北
実
八
六
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国
大
 
「
古
本
欠
字
。
馬
の
身
長
は
、
四
尺
を
標
準
と
し
て
、
そ
れ
以
上
は
「
寸
」
の
み
を
い
う
習
わ
し
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
こ
こ
も
、「
長
ケ
八
寸
許
」
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
の
「
長
ケ
」
は
捨
て
が
な
を
施
せ
る
例
。」
　
　
　
13　
此
郡
司 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
14　
思
ヘ
ド
モ 
諸
大
　
　
　
15　
徳
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
テ
云
ク
徳
ノ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
16　
為
惜
我
ヲ 
諸
大
四
三
〇
2　
□
ハ
シ
テ 
諸
大
　
　
　
2　
係
タ
リ
シ 
「
係
ケ
タ
リ
」
諸
大
（
Ｂ
本
を
除
く
）
 
「
北
Ｂ
の
二
本
の
傍
書
「
係
タ
リ
シ
」
は
通
り
が
よ
い
が
、
原
姿
で
は
あ
る
ま
い
。
恐
ら
く
「
係
ケ
タ
リ
」
で
一
度
文
を
切
っ
た
後
、
再
び
連
体
格
に
し
て
「
主
」
に
続
け
ん
と
し
て
訂
す
べ
く
し
て
、
そ
の
業
功
遂
に
終
ら
ざ
り
し
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
書
き
手
の
脳
裡
に
は
「
係
ケ
タ
ル
」
と
在
っ
た
も
の
と
推
せ
ら
れ
る
。」
　
　
　
4　
仰
キ
様
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
4　
付
テ
落
ヌ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
付
テ
□
落
ヌ
」
底
北
大
　
　
　
10　
佛
〔　
脱　
〕
異 
「
佛
〔
師
ハ
延
ニ
見
居
タ
リ
。
馬
、
有
シ
ヨ
リ
モ
メ
キ
肥
ニ
ケ
リ
。
郎
等
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
奇
〕
異
」
大
 
流
布
本
は
、
こ
の
あ
た
り
脱
文
。
　
　
　
11　
僻
目
ヤ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
八
七
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
12　
違
子
ハ 
★　
「
違
ネ
ハ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
不
違
ネ
バ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
12　
思
フ
ト
云
ト
モ 
乙
Ｂ
「
思
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
」
国
野
大
「
思
フ
ト
立
ヘ
ト
モ
」
底
北
実
「
思
フ
ト
モ
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
14　
聞
セ
ン
為
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
恐
テ
怖
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
箭 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
六
第
六
話
四
三
一
16　
可
下 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
巖
様
ナ
ル
巖
ノ
高
也 
Ｂ
四
三
二
5　
教
ユ
ル
様 
乙
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
下
ス
下
ス
得
ニ 
★　
「
下
ス
下
ス
ト
待
ニ
」
底
北
実
国
野
大
「
下
ヌ
下
ス
得
ニ
」
乙
「
下
ス
下
ス
待
ニ
」
Ｂ
「
下
ス
下
ス
ト
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
14　
抱
ヌ
ル 
★　
「
寝
タ
ル
」
Ｂ
「
窪
ヌ
ル
」
野
乙
Ａ
Ｃ
「
窪
メ
ル
」
底
北
実
国
（
底
の
メ
は
ヌ
に
近
し
）
　
　
　
16　
繫
キ
居
ヘ
テ 
北
実
国
野
乙
Ａ
　
　
　
17　
頼
奉
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
持
奉
ル
ニ
」
底
北
実
国
野　
受
持
の
意
。
四
三
三
1　
鋺
ノ
如
ク 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
机
ヲ 
北
乙
Ｂ
　
　
　
9　
精
進
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
　
　
　
13　
此
ヲ
聞
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
八
八
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巻
十
六
第
七
話
四
三
四
3　
敦
賀 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
此
娘
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
母
モ
亦 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
泣
悲
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
祖
ノ
物 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
物
失
畢
テ 
実
野
Ａ
Ｂ
（
実
野
の
失
は
異
体
）「
物
失
畢
リ
テ
」
Ｃ
「
物
共
畢
テ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
13　
夫
ヲ
ハ
セ
ン
ト
ス 
Ｂ
「
夫
ヲ
バ
セ
ム
ズ
ト
」
底
北
実
国
大
「
夫
ヲ
ハ
□
セ
ム
ス
ト
」
野
「
夫
ヲ
ハ
セ
ン
ス
ト
」
乙
「
夫
ヲ
ハ
セ
ン
ト
」
Ａ
Ｃ
 
こ
の
ま
ま
で
は
文
意
不
明
。「
夫
以
セ
ム
ト
」
の
譌
か
。
　
　
　
13　
明
日 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
片
通
ニ
〆 
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
四
三
五
1　
宿
ラ
ン
ト
テ 
乙
Ａ
Ｃ
「
宿
ラ
ム
テ
」
底
北
実
国
大
（
底
は
ム
の
下
に
ト
歟
と
朱
補
）「
宿
テ
ン
ト
テ
」
Ｂ
「
宿
ラ
ム
ヲ
」
野
　
　
　
1　
備
也
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
4　
裏
タ
ル 
底
北
実
国
野
乙
Ｂ
　
　
　
6　
申
サ
ン
ト
テ 
諸
　
　
　
7　
辞
可
得
ク
モ 
野
乙
Ａ
Ｂ
「
辞
不
得
モ
」
Ｃ
「
可
得
ク
モ
」
底
北
実
国
（
底
は
可
の
上
に
一
本
辞
ナ
ヒ
と
朱
補
）
「
辞
ナ
ビ
可
得
ク
モ
」
大
 
「
古
本
「
辞
ナ
ビ
」
無
き
も
、
傍
書
及
び
流
布
本
に
よ
り
補
。」
八
九
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
10　
女
ヲ
ト
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
乍
喜 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
成 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
三
六
6　
参
テ 
諸
大　
諸
本
か
く
作
る
。
　
　
　
6　
不
食
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
　
　
　
11　
其
後
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
泣
ケ
ハ 
大　
底
・
北
の
二
本
の
字
体
は
「
位
」。
　
　
　
12　
過
候
ヒ
ツ
ル
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
14　
何
計
ソ
ト 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
有
シ 
諸
大　
「
有
ン
」
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
構
ヘ
候
ハ
ム
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
ン
は
ム
）
　
　
　
16　
其
マ
テ
ハ 
実
国
野
Ａ
Ｂ
（
実
国
の
マ
は
古
体
）「
其
マ
テ
ソ
」
乙
「
テ
ハ
」
Ｃ
「
其
ナ
ラ
バ
」
底
北
大
　
　
　
16　
云
置
ヌ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
三
七
2　
男
ハ
入
臥
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
男
ハ
□
入
臥
シ
テ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
6　
不
思
ツ
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
不
思
サ
リ
ツ
ル
ニ
」
野
「
不
思
サ
ト
ツ
ル
ニ
」
北
実
国
「
不
思
ザ
ト
ツ
セ
ニ
」
底
大
（
ト
に
リ
と
朱
傍
）
 
「
意
不
通
。
北
・
実
・
国
三
本
も
不
整
。
野
が
原
姿
か
。」
　
　
　
8　
取
ヌ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
不
取
〆 
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
　
　
　
10　
行
ナ
ン
ト
ス
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
九
〇
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12　
程
无
取
ナ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
涙
ヲ 
野
乙
Ａ
Ｂ
四
三
八
3　
越
ニ
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
越
ニ
ケ
レ
」
底
北
実
国
野
大
 
「
古
本
か
く
作
る
の
は
、
上
に
係
助
詞
コ
ソ
が
あ
る
気
味
を
含
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
6　
至
ス
故
也 
底
北
実
野
Ｂ
巻
十
六
第
八
話
四
三
八
12　
其
邊
ニ
其
郡
司
有
ケ
リ 
乙
Ｂ
　
　
　
14　
不
合
サ
リ
ケ
リ 
Ｂ
四
三
九
1　
顉
シ
ケ
ル 
底
北
（
領
と
朱
補
）
　
　
　
2　
哭
マ
ノ
ミ
泣
テ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
2　
夜
ヲ
暛
ケ
ル 
北
実
国
乙
Ｂ
「
夜
ヲ
暁
ケ
ル
」
Ａ
Ｃ
「
夜
ノ
暛
ケ
ル
」
底
野
大
　
　
　
2　
四
五
年
ニ
モ
成
ヌ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
四
五
年
ニ
シ
成
ヌ
」
底
北
大
 
シ
は
強
意
の
助
詞
。
　
　
　
3　
此
子
此
観
音
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
9　
被
死
ニ
シ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
不
シ
宿
ト 
乙
　
　
　
14　
故
郡
殿 
諸
大　
「
Ａ
・
Ｃ
の
「
故
郡
司
殿
」
を
以
て
原
姿
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
14　
然
々
候
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
涼
〆
物 
諸
「
涼
シ
テ
物
」
大
九
一
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
四
四
〇
1　
思
エ
ル
ハ 
★　
「
思
ニ
レ
バ
」
底
北
実
国
野
大
「
思
ユ
ル
ハ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
2　
キ 
諸
大
　
　
　
4　
ニ
テ 
諸
大　
Ａ
・
Ｃ
二
本
欠
字
な
し
。
　
　
　
11　
飲
食 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
飯
食
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
14　
衣
ヲ
脱
テ 
北
実
国
乙
Ａ
Ｃ
「
衣
ヲ
脱
□
」
底
大
四
四
一
2　
米
十
俵
ヲ 
「
米
十
表
ヲ
」
諸
大　
Ｂ
・
Ｃ
を
除
い
て
諸
本
か
く
作
る
。
 
表
の
正
字
は
、
俵
。
　
　
　
3　
心
恠
ヒ
思
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
礼
シ
奉
ン
ト
為
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
思
テ 
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
六
第
九
話
四
四
二
3　
願
フ 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
願
ヲ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
6　
此
様
テ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
ル
様
テ
ハ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
9　
道
心
發
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
息
シ
居
タ 
Ｂ
　
　
　
17　
知
レ
ル
人
モ
无
身
也 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
知
レ
ル
人
无
キ
身
也
」
底
北
実
国
野
大
四
四
三
2　
知
可
尋
人
ハ
无
ヤ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
2　
侍
ナ
ン
ヤ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
侍
ハ
ナ
ム
ヤ
ト
」
底
北
実
国
野
大
（
北
の
ハ
は
や
や
リ
に
近
し
）
 
「「
侍
リ
ナ
ム
ヤ
」
が
原
姿
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
前
出
の
同
意
の
答
「
知
タ
ル
人
ノ
侍
ラ
ム
ニ
ハ
此
九
二
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ル
様
テ
ハ
侍
ナ
ム
カ
ハ
」
と
対
比
す
る
と
、
或
は
も
と
「
侍
ナ
ム
ヤ
ハ
」
と
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。」
　
　
　
6　
生
袴
取
女
ニ 
Ａ
Ｃ
「
生
袴
取
ニ
」
Ｂ
「
生
□
取
□
女
ニ
」
乙
「
生
□
袴
取
女
ニ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
7　
御
タ
ル
カ
ト 
★　
「
御
ヌ
ル
カ
ト
」
底
北
実
Ａ
大
「
御
ス
ル
カ
ト
」
国
野
乙
「
御
タ
ル
ヨ
ト
」
Ｂ
「
御
メ
サ
ル
カ
ト
」
Ｃ
　
　
　
8　
申
テ
コ
ソ
ハ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
給
ヘ
ト 
諸
大
　
　
　
10　
何
ヲ
カ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
一
丸
カ
レ 
底
北
実
国
野
Ｂ
大
「
一
丸
カ
シ
」
乙
Ａ
Ｃ　
一
つ
か
み
、
の
意
。
四
四
四
1　
奄
モ
嫗
モ 
乙
Ａ
Ｂ
（
Ａ
Ｃ
以
外
の
奄
は
異
体
）
　
　
　
5　
不
惜
テ
ソ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
助
ケ
給
ハ
ン
ニ 
Ｂ
巻
十
六
第
十
話
四
四
五
1　
貧
女
ノ
妹 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
貧
女
ノ
姝
」
底
北
実
国
　
　
　
10　
施
観
音
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
香
ヲ
焼 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
六
第
十
一
話
四
四
六
2　
御
頭 
Ａ
Ｃ
九
三
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
4　
奉
タ
ル
ソ
ト 
乙
Ｂ
　
　
　
5　
驚
キ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
智
有 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
六
第
十
二
話
四
四
六
14　
崇
メ
貴
シ
奉
ル 
乙
Ｂ
四
四
七
4　
發
シ
メ
ン
カ
為
ニ 
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
5　
観
音
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
恭
敬
シ
奉
ケ
ル
ト
ナ
ン 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
恭
敬
シ
奉
ケ
リ
ナ
ム
」
底
北
実
国
野
大
巻
十
六
第
十
三
話
四
四
七
9　
平
郡 
大　
Ｃ
本
以
外
の
諸
本
か
く
作
る
。
　
　
　
13　
牛
飼
ノ
童
部 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
飼
は
金
偏
）
　
　
　
14　
鵄 
諸
（
底
の
鵄
は
変　
至
を
主
に
作
る
、
次
の
鵄
ヲ
以
下
の
至
は
底
北
実
国
野
は
呈
、
乙
Ｂ
は
里
に
作
る
）
　
　
　
14　
捨
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
拾
テ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
17　
此
陸
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
四
八
1　
テ
タ
リ 
「
テ
落
タ
リ
」
底
北
実
野
乙
大　
国
本
は
方
×
市
。
Ｃ
本
は
方
×
希
に
作
り
、
傍
訓
「
ク
チ
」。
Ｂ
本
は
衣
×
虒
の
変
。
　
　
　
5　
礼
拝
ス
ル
事 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
九
四
愛知県立大学日本文化学部論集　第11号　2019
　
　
　
7　
施
シ
給
フ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
六
第
十
四
話
四
四
九
3　
嫁
ヌ 
諸
「
嫁
ス
」
底
北
Ｃ
大
　
　
　
4　
 
諸
大
「
構
」
北
Ｂ
　
　
　
6　
娘
ノ
心
ヲ
知
テ 
諸
「
娘
ノ
心
□
知
テ
」
底
大
　
　
　
8　
妹
ニ 
大　
「
姝
ニ
」
底
北
実
国
　
　
　
11　
遺
言
ニ
随
ヒ
テ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
威
徳
ト
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
巻
十
六
第
十
五
話
四
五
〇
8　
小
 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
蛇
）
　
　
　
9　
何
ユ
ヘ
行
人
ソ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
延
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
五
一
2　
狩
衣
ニ
マ
レ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
3　
其
ニ
ハ
不
可
替
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
其
レ
ハ
不
不
可
替
ス
ト
」
野
（
以
上
、
不
で
改
行
）「
其
レ
□
ハ
不
不
可
替
ス
ト
」
底
北
実
国
「
其
レ
□
ハ
不
可
替
ズ
ト
」
大
　
　
　
4　
取
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
彼
コ
ノ
小
池
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
形
チ
美
麗
ナ
ル
カ 
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
の
チ
は
変
）「
形
美
麗
ナ
ル
カ
」
Ｃ
「
形
チ
美
麗
ナ
ル
」
底
北
実
国
野
大
九
五
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
8　
此
値
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
レ
値
ヘ
レ
バ
」
底
北
実
国
野
大
 
北
本
が
「
此
ク
」
と
朱
訂
す
る
。
　
　
　
10　
父
母
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
物
ヤ
ラ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
世
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
邪
心
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
14　
御
セ 
諸
「
御
マ
セ
」
底
大
　
　
　
15　
氣
六
借
ク 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
15　
将
来
ム 
「
将
来
ラ
ム
」
諸
大
　
　
　
16　
目
ヲ
見
開
給
ヘ
ト 
「
目
ヲ
見
開
ケ
給
ヘ
ト
」
古
本
大
「
見
開
給
へ
」
乙
Ｃ
 
他
は
脱
文
。
　
　
　
17　
見
開
テ
見
レ
ハ 
底
乙
Ａ
Ｃ
（
底
の
開
の
は
朱
筆
）
　
　
　
17　
居
リ
造
レ
ル 
諸
四
五
二
2　
无
限
ニ
行
畢
テ 
Ａ
Ｂ
　
　
　
5　
云
ニ
ヤ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
呼
也
ケ
リ
ト 
乙
　
　
　
6　
何
ニ
カ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
上
ヘ
給
ヘ 
諸
大
「
上
リ
給
ヘ
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
10　
逝
ハ
セ
ハ
侍
ニ 
Ｂ
「
逝
ハ
セ
侍
ル
ニ
」
底
北
実
国
野
「
遊
ハ
セ
侍
ニ
」
乙
Ａ
Ｃ
「
遊
バ
セ
侍
ル
ニ
」
大　
乙
・
Ａ
・
Ｃ
の
三
本
に
よ
り
訂
。
九
六
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四
五
三
1　
片
破
ヲ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
何
久
ク 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
早
ウ
日
ヲ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
早
ウ
□
日
ヲ
」
諸
大
　
　
　
9　
仕
ヘ
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
聞
テ
傳
ヘ
テ 
諸
大
「
聞
キ
伝
ヘ
テ
」
Ａ
Ｃ
巻
十
六
第
十
六
話
四
五
四
1　
見
テ
ハ 
諸
　
　
　
7　
這
入
ヌ 
諸
（
Ｂ
の
ヌ
は
変
）
　
　
　
9　
然
云
ツ
ル
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
10　
可
食
歎
キ
給
フ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
可
食
シ
歎
キ
給
フ
」
実
国
野
「
可
食
シ
難
歎
キ
給
フ
」
北
「
可
食
シ
□
歎
キ
給
フ
」
底
大
　
　
　
14　
今
三
月
ヲ
過
テ 
Ｂ
「
今
三
日
ヲ
過
テ
」
乙
Ａ
Ｃ
「
今
ヲ
三
日
ヲ
過
テ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
16　
固
ス
枯
テ 
Ａ
四
五
五
2　
開
ツ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
開
ソ
」
北
「
開
□
」
底
大
　
　
　
3　
現
〆 
諸
（
諸
は
シ
テ
）
　
　
　
7　
倉
代
ヲ
開
テ 
乙
Ａ
Ｃ
「
倉
代
ノ
開
テ
」
底
北
実
国
大
（
底
北
は
ノ
に
ヲ
歟
と
朱
傍
）「
倉
代
ヲ
聞
テ
」
Ｂ
「
倉
代
ノ
開
キ
」
野
　
　
　
8　
端
正
美
麗
僧 
「
端
正
美
麗
ノ
僧
」
Ａ
Ｃ
「
端
正
美
麗
□
僧
」
古
本
乙
大
 
Ｂ
本
空
白
な
し
。
九
七
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
10　
文
ヲ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
其
地
ニ
堀
テ 
「
其
ノ
地
ニ
堀
テ
」
Ａ
Ｂ
「
其
地
ヲ
掘
テ
」
Ｃ
「
其
ノ
地
ニ
堀
テ
」
古
本
乙
大
巻
十
六
第
十
七
話
四
五
六
4　
天
悩
奔
ニ
〆 
乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
シ
テ
）「
天
淫
奔
ニ
シ
テ
」
Ｃ
「
天
性
淫
奔
ニ
シ
テ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
6　
彳
于
ニ 
乙
Ｂ
「
彳
□
ミ
テ
」
底
大
「
彳
テ
ニ
」
Ａ
「
彳
于
ミ
テ
」
北
「
彳
ミ
テ
」
実
国
野
Ｃ
　
　
　
8　
花
ヤ
カ
ニ
テ 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
花
□
ヤ
カ
ニ
テ
」
底
北
実
国
大
　
　
　
8　
誰
ニ
モ
非
ス
ト 
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
引
離
レ
ニ
カ
為
レ
ハ 
乙
Ｂ
「
引
キ
離
レ
ム
カ
為
レ
バ
」
底
北
実
国
野
大
「
引
離
レ
ン
ト
為
レ
ハ
」
Ａ
「
引
離
レ
ト
為
レ
ハ
」
Ｃ
　
　
　
9　
行
ン
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
捕
ヘ
乍
ラ
行 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
捕
ヘ
テ
乍
ラ
行
ク
」
底
北
大
「
捕
ヘ
乍
ラ
行
ク
」
実
国
野
　
　
　
11　
又
内
ヲ 
諸
大
　
　
　
11　
可
有
シ
イ 
乙
Ａ
Ｂ
「
可
有
カ
シ
ク
」
底
北
実
国
野
大
「
可
有
シ
ト
」
Ｃ
　
　
　
11　
タ
リ 
諸
大
　
　
　
12　
君
坐
シ
ニ
タ
リ
ニ 
Ｂ
　
　
　
13　
可
然
ニ
コ
ソ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
14　
契
ヲ 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
本
家
ニ
ハ 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
本
□
家
ニ
ハ
」
底
北
実
国
大
　
　
　
16　
ム
者
モ 
底
北
実
国
野
乙
Ｂ
（
は
変　
手
偏
に
作
る　
彦
も
）
九
八
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17　
尋
子
申
セ
ナ
ン
ト 
★　
「
尋
ネ
申
セ
ナ
ン
ト
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
尋
子
申
セ
ナ
ド
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
17　
尋
ヌ
ル
ニ
モ
无 
乙
Ａ
Ｂ
四
五
七
1　
騒
ク
程
ニ 
諸
　
　
　
2　
投
給
メ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
3　
懐
妊
シ
ヌ 
Ａ
Ｂ
　
　
　
5　
大
領
豊
仲 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
統
領
豊
蔭 
Ｃ
　
　
　
6　
神
宮
守
ノ 
乙
Ｂ
　
　
　
6　
良
藤
ヵ
忠
貞 
★　
「
良
藤
ヵ
子
忠
貞
」
諸
（
底
の
子
は
傍
書
補
入
、
北
実
国
は
字
間
を
つ
め
て
調
整
）
　
　
　
12　
十
三
ト
云 
乙
Ｂ
　
　
　
13　
猿
ノ
様
ナ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
五
八
2　
差
ス 
諸
　
　
　
5　
其
夫
ト
成
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
夫
ノ
夫
ト
成
テ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
9　
ノ 
諸
大
　
　
　
9　
杖
突
テ
入
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
悉
无
〆 
乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
シ
テ
）
巻
十
六
第
十
八
話
四
五
九
11　
何
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
思
フ 
Ｂ
Ｃ
九
九
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
12　
我
ニ
テ 
諸　
諸
本
か
く
作
る
。
　
　
　
12　
得
サ
セ
ヨ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
得
セ
サ
セ
ヨ
ト
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
14　
何
尊
ス
負
ン 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
可
有
哉 
流
布
本
「
可
有
キ
カ
ナ
」
古
本
大
　
　
　
16　
文
ヲ
書
ク
書
畢
テ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
16　
印
ヲ
差
セ
テ 
底
北
実
国
野
大
　
　
　
17　
聞
テ 
諸
（
底
は
開
歟
と
朱
傍
）
四
六
〇
2　
七
日
ト
云
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
3　
可
知
ス 
Ａ
Ｂ
　
　
　
10　
非
サ
ル
ナ
リ 
流
布
本
「
非
ザ
ナ
リ
」
大
　
　
　
11　
一
切
衆
生 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
速
國
ノ
内
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
14　
利
益
ノ
入
マ
シ
キ 
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
17　
何
ヲ
歎
タ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
何
ゾ
歎
タ
ル
」
底
北
実
国
野
大
四
六
一
5　
疾
ハ
不
宣 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
何
ニ
ト
問
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
9　
然
レ
ハ
コ
ソ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
然
ニ
ハ
コ
ソ
ト
」
実
国
野
「
然
□
バ
コ
ソ
ト
」
底
北
大
　
　
　
14　
イ
ヤ
コ
ノ
ウ
ミ
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
上
の
ノ
は
変
）
　
　
　
15　
付
給
ハ
ン
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
勤
ム
也 
諸
大
一
〇
〇
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四
六
二
1　
霊
験
不
思
議
ナ
ル
事 
Ｂ
Ｃ
巻
十
六
第
十
九
話
四
六
二
9　
施
シ
給 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
10　
不
蒙
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
六
第
二
十
話
四
六
三
4　
大
貳
ノ
ト 
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
大
貳
ト
」
実
国
野
「
大
貳
□
ノ
ト
」
底
北
乙
大
　
　
　
4　
年
来 
Ｃ
　
　
　
6　
ト
云
人 
諸
大
　
　
　
8　
相
具
〆
國
ニ 
大
（
大
は
シ
テ
）　
底
・
北
・
乙
三
本
欠
字
。
　
　
　
11　
夫
妻
ト
〆
契
リ 
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
夫
妻
ト
シ
テ
契
リ
」
底
北
乙
大
　
　
　
11　
上
セ
ン
ト 
「
上
セ
ム
ト
」
諸
大
　
　
　
12　
相
具
〆
上 
乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
シ
テ
）
　
　
　
17　
太
リ 
実
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
太
ニ
」
北
「
大
キ
」
底
大
　
　
　
17　
藁
ヲ
履
テ 
底
乙
Ｂ
（
底
は
沓
補
入
）「
苙
沓
履
テ
」
Ｃ
「
藁
沓
履
テ
」
Ａ
「
藁
沓
ヲ
履
テ
」
北
実
国
野
大
四
六
四
1　
馬
ニ
テ
天
ノ 
Ｂ
Ｃ
「
馬
ニ
ラ
夫
ノ
」
乙
「
馬
ニ
ラ
天
ノ
」
古
本
Ａ
大
 
Ｂ
・
Ｃ
両
本
は
「
テ
天
」
に
誤
る
。
　
　
　
2　
住
持
ヘ
ル
カ 
底
北
実
国
野
乙
Ｂ
　
　
　
3　
便
々
シ 
諸
大
（
大
は
）「
便
々
ン
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
〇
一
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
3　
引
テ
云
ク 
諸
「
引
キ
云
ク
」
底
大
　
　
　
4　
有
テ 
諸
大
「
有
ノ
」
底　
諸
本
に
よ
り
て
訂
。
　
　
　
5　
申
ル
ニ
ナ
ン 
Ａ
Ｃ
「
申
ル
ニ
ナ
ム
」
諸
大
　
　
　
8　
借
有 
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
8　
一
ナ
ン 
底
北
実
国
野
乙
Ｂ
「
一
両
人
ナ
ン
」
Ａ
Ｃ
「
一
両
ナ
ム
」
大
　
　
　
9　
臥
シ
メ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
髪
ヲ
取 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
髪
を
取
モ
」
北
実
国
野
「
髪
ヲ
取
□
」
底
大
　
　
　
15　
行
角
ニ 
諸
　
　
　
15　
脇
戸
ヲ
〆 
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
　
　
　
16　
杭
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
鋭
杭
ヲ
」
底
北
実
国
野
大
（
底
は
朱
筆
、
底
実
の
鋭
は
異
体
の
変
、
北
国
野
は
そ
の
変
）
 
「
流
布
本
は
異
体
の
変
や
そ
の
変
な
ど
を
誤
解
し
て
「
」
に
作
る
。」
四
六
五
1　
可
ヲ
ハ
シ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
為
方
无 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
漸
共 
Ｂ
　
　
　
7　
書
牟
子
ヲ 
諸
　
　
　
8　
打
寝
テ
臥
ヌ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
13　
為
シ
物
ヲ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
14　
在
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
六
六
3　
故
銀 
Ｂ
一
〇
二
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4　
居
乍
ラ
ヲ
〆 
諸
本
欠
字
「
居
乍
ラ
ヲ
シ
テ
」
大
　
　
　
11　
夜
ノ
ヲ 
底
北
実
国
野
（
実
国
の
は
目
偏
）
　
　
　
13　
醒
シ
テ 
諸
大
　
　
　
15　
手
足
駄
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
意
ナ
ラ
ヌ
事
共
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
ヌ
は
メ
に
近
し
）
巻
十
六
第
二
十
一
話
四
六
七
9　
鎮
西
國
ニ 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
鎮
西
□
國
ニ
」
底
北
実
国
大
　
　
　
15　
而
ル
間
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
六
八
1　
聞
ス
ヤ
ト 
諸
「
聞
ム
ヤ
」
北
　
　
　
1　
何
不
聞
ム 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
4　
可
取
返
ニ 
底
実
国
野
乙
Ｂ
（
底
実
国
野
は
ニ
に
キ
歟
と
傍
書
）
　
　
　
5　
不
近
付 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
毎
月
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
我
ヲ
サ
ン
ニ
コ
ソ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
男
氣
ケ
ニ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
男
氣
悪
氣
ニ
テ
」
底
北
実
国
野
大
 
「
流
布
本
は
、
本
文
崩
れ
「
男
気
ケ
ニ
テ
」
に
作
る
。」
四
六
九
2　
何
事
モ
无 
流
布
本
「
何
コ
ト
モ
无
ク
」
大
　
　
　
6　
入
ヌ
ラ
ン
ト 
★　
「
入
ヌ
ラ
ム
ト
」
諸
大
「
入
ス
ラ
ム
ト
」
底
　
　
　
11　
此
ハ
何
ナ
ル
人
ノ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
大
「
此
ハ
何
カ
ル
人
ノ
」
底
「
此
ハ
何
レ
人
ノ
」
北
「
此
レ
ハ
何
ナ
ル
人
ノ
」
Ｃ　
一
〇
三
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
諸
本
に
よ
り
訂
。
　
　
　
12　
御
ス
ル
ソ
ト 
実
国
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
14　
菅
ハ
ル 
乙
Ｂ
「
營
ハ
ル
」
底
北
実
国
野
大
「
労
ハ
ル
」
Ａ
「
労
ル
」
Ｃ
　
　
　
15　
去
テ
 
諸
大
　
　
　
16　
ト
云
人
ノ 
諸
大
四
七
〇
4　
日
来
ヲ
経
程
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
「
日
来
ヲ
経
ル
程
ニ
」
北
実
国
野
Ｃ
「
日
来
ヲ
住
ル
程
ニ
」
底
大
　
　
　
6　
妻
ノ
許
ナ
ン 
「
妻
ノ
許
ナ
ム
」
諸
大
　
　
　
13　
此
ヲ 
乙
Ｂ
　
　
　
13　
蒙
ケ
ル 
諸
大
巻
十
六
第
二
十
二
話
四
七
〇
17　
階
不
苟
ヌ
人
ノ 
野
乙
Ａ
　
　
　
17　
　
 
古
本
乙
大
「
」
Ａ
Ｃ
「
瘟
」
Ｂ
四
七
一
7　
耻
タ
ル
カ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
耻
シ
ラ
ヒ
タ
ル
カ
ト
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
13　
難
有 
流
布
本
「
難
有
キ
」
古
本
大
四
七
二
1　
女
不
言
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
返
ス 
底
北
実
国
　
　
　
12　
籠
シ
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
籠
リ
シ
ヲ
」
底
野
大
（
底
は
リ
の
下
に
か
な
半
字
分
位
空
白
）「
籠
ケ
リ
シ
ヲ
」
北
実
「
籠
□
リ
シ
ヲ
」
国
　
　
　
13　
其
ニ
有 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
〇
四
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巻
十
六
第
二
十
三
話
四
七
三　
12
可
待
ト 
乙
Ａ
Ｃ
巻
十
六
第
二
十
四
話
四
七
四
4　
尻 
諸
大
　
　
　
4　
其
ハ
河
ト
云 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
其
レ
ハ
□
河
ト
云
フ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
4　
湊
ノ 
諸
（
Ｂ
は
変
）
　
　
　
5　
波
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
16　
少
シ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
小
シ
」
底
北
実
国
野
大　
「
少
」
と
通
用
。
四
七
五
3　
在
ケ
ル
ト 
「
在
シ
ケ
ル
ト
」
諸
大
　
　
　
5　
観
音
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
六
第
二
十
五
話
四
七
五
11　
ト
云
フ
者 
諸
大
　
　
　
11　
ト
云
者 
諸
本
欠
字
「
ト
云
フ
者
」
大
　
　
　
15　
不
知
嶋
ニ
有 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
嶋
は
島
）
四
七
六
2　
年
来
テ 
諸
大
「
年
来
ニ
」
　
　
　
5　
噉
ス
ル
ト 
底
北
野
乙
Ｂ
　
　
　
6　
黒
キ
物
ヲ 
諸
大　
諸
本
か
く
作
る
。
　
　
　
6　
来
レ
ル
ニ
カ
有
ム
ト 
乙
Ｂ
Ｃ
一
〇
五
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
10　
明
日
ヨ
リ 
「
昨
日
ヨ
リ
」
大
　
　
　
10　
食
ス
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
　
　
　
10　
食
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）「
食
ヒ
テ
」
北
「
食
ニ
シ
テ
」
底
実
国
野
大
四
七
六
11　
見
ヘ
ト
モ 
諸
大
　
　
　
11　
相
□
〆 
諸
本
欠
字
「
相
ヒ
□
シ
テ
」
大
　
　
　
12　
死
給
マ
シ
キ
故
也
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
13　
送
リ
付
ツ 
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
15　
入
ト
知
テ 
乙
Ａ
Ｃ
巻
十
六
第
二
十
六
話
四
七
七
6　
赤
穂
ノ
郡
ニ 
諸
（
Ｂ
の
郡
は
変
）
　
　
　
7　
財
ヲ
盗
ニ 
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
皆
捕
フ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
勝
レ
タ
ル
者
也
ケ
レ
ハ 
Ｂ
「
勝
タ
ル
者
也
ケ
レ
ハ
」
野
乙
Ａ
Ｃ
「
勝
タ
ル
者
也
ケ
リ
バ
」
底
北
実
国
大
 
底
・
北
・
実
・
国
の
四
本
か
く
作
る
。「
也
ケ
リ
」
と
「
也
ケ
レ
バ
」
と
の
混
淆
。
　
　
　
10　
可
ク
モ 
諸
大
　
　
　
10　
非
ヌ
ニ 
北
実
国
乙
Ａ
Ｃ
　
　
　
10　
□
レ
ヌ 
諸
大
　
　
　
11　
レ
ヌ 
諸
大
　
　
　
11　
ヌ
レ
ハ 
諸
大
一
〇
六
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17　
盗
人
ノ
 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
盗
人
ノ
ヲ
ヽ
」
底
北
実
国
野
大
四
七
八
1　
其
此
童 
諸
本
欠
字
。「
其
ノ
此
ノ
童
」
大
　
　
　
1　
追
輔
使
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
2　
盗
人
ト
モ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
盗
人
□
モ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
2　
誠
レ
ハ 
諸
大
　
　
　
2　
此
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
巻
十
六
第
二
十
七
話
四
七
八
11　
縄
ヲ
撃
テ 
諸
　
　
　
13　
維
那
ノ
責
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
14　
汝
車
ク
待
テ 
乙
Ｂ
（
彦
乙
Ｂ
の
車
は
左
に
よ
っ
て
い
る
）
　
　
　
14　
ニ 
大
「
」
底
北
実
国
野
乙
「
并
ニ
」
Ｂ
「
菩
薩
ニ
」
Ａ
Ｃ
　
　
　
14　
〆 
諸
本
欠
字
「
シ
テ
」
大
四
七
九
1　
彼
修
多
羅
供 
「
彼
ノ
修
多
ラ
供
」
古
本
大
 
古
本
か
く
作
る
。
巻
十
六
第
二
十
八
話
四
七
九
11　
何
ナ
ル
者
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
12　
誰
ヲ
師
ト
ハ 
実
国
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
北
「
誰
ヲ
」
を
傍
書
）
　
　
　
13　
憑
テ
有
也 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
〇
七
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
16　
暛
ヌ
ル 
諸
（
Ｃ
の
暛
は
琅
）
四
八
〇
1　
覚
ヌ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
覺
）
　
　
　
2　
哀
ヒ
僧
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
哀
ヒ
ケ
ル
僧
ノ
」
国
野
「
哀
ビ
ケ
リ
僧
ノ
」
底
北
実
大
（
北
実
は
リ
を
ル
と
訂
）
　
　
　
3　
被
奉
タ
ル
物 
底
北
実
国
乙
Ｂ
（
底
北
実
国
は
奉
に
拳
と
朱
傍
）
　
　
　
5　
折
テ 
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
手
ニ
捕
ヘ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
手
ヲ
捕
ヘ
テ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
13　
垂
ニ
垂
居
タ
ル
ヲ 
諸
大
　
　
　
13　
喉
乾
テ 
諸
　
　
　
16　
候
ニ
ヤ
ト 
Ｂ
　
　
　
16　
長
谷
ニ
参
ラ
セ 
諸
（
底
北
の
谷
、
底
実
国
の
ラ
は
補
入
）
四
八
一
1　
極
テ 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
3　
既
ニ 
北
実
国
野
乙
Ｂ
Ｃ
（
実
国
乙
の
既
は
草
体
）
　
　
　
3　
絶
入
ケ
ル
ニ
コ
ソ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
絶
入
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
5　
何
カ 
諸
大
　
　
　
9　
三
段
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
是 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
従
者 
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
歩
ヒ
寄
テ 
乙
Ａ
Ｂ
四
八
二
1　
極
テ
馬
哉 
「
極
テ
馬
カ
ナ
」
諸
大
「
極
キ
馬
哉
」
Ａ
「
猛
キ
馬
哉
」
Ｃ
　
　
　
2　
住
ハ 
諸
「
住
マ
バ
」
古
本
大　
正
確
は
「
住
メ
バ
」
一
〇
八
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3　
タ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
□
メ
ラ
□
ハ
セ
タ
レ
バ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
16　
悪
ニ
ハ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
八
三
1　
枯
ヌ
取
テ 
底
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
1　
知
タ
リ
ケ
ル 
底
北
実
国
野
乙
Ａ
（
Ａ
を
除
く
諸
本
の
髴
は
異
体
の
変
）
巻
十
六
第
二
十
九
話
四
八
三
8　
今
ハ
昔 
諸
大
「
今
昔
」
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
身
モ 
諸
大
　
　
　
8　
貧
ニ
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
　
　
　
17　
少
ノ
事 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
17　
不
見 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
不
御
ニ
コ
ソ
ハ
有
ヌ
レ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
不
御
サ
ヌ
ニ
コ
ソ
ハ
有
メ
レ
」
野
大
「
不
御
サ
ヌ
ニ
カ
ソ
ハ
有
ヌ
レ
」
底
（
上
の
ヌ
は
ス
に
近
し　
カ
に
重
い
書
し
て
コ
と
訂
）「
不
御
サ
ヌ
ニ
コ
ソ
ハ
有
ヌ
レ
」
北
実
国
 
野
村
本
に
よ
り
訂
。
四
八
四
1　
不
叶
メ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
2　
无
リ
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
奇
ヨ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
9　
歩
ヒ
極
メ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
八
五
4　
冨
人
ト
成
ヌ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
實
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
〇
九
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
巻
十
六
第
三
十
話
四
八
六
2　
錦 
諸
　
　
　
11　
樂
シ
ク
テ
有
ケ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
巻
十
六
第
三
十
一
話
四
八
七
7　
量
ヒ
給
ハ
ン
ス
ト 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
14　
何
不
給 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
此
金
ヲ 
諸
大
巻
十
六
第
三
十
二
話
四
八
八
9　
有
ヌ
レ
ト 
諸
大
「
有
タ
レ
ト
」
Ｂ
　
　
　
11　
人
ニ
非
ス
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
　
　
　
14　
然
レ
者
不
見
彼
速
ニ
搦
テ
「
然
ル
者
見
エ
ズ
彼
速
ニ
搦
メ
テ
」
大
　
　
　
16　
重
キ
ト
各 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
不
被
成
ヌ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
八
九
2　
衛
ヘ
モ
不
然
レ
ハ 
Ａ
Ｂ
　
　
　
2　
異
ト
思
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
2　
人
有
ト
モ
不
思 
乙
Ｂ
　
　
　
8　
金
鼓 
「
金
皷
」
諸
　
　
　
10　
邊
リ 
諸　
諸
本
か
く
作
る
。
一
一
〇
愛知県立大学日本文化学部論集　第11号　2019
　
　
　
15　
不
開 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
九
〇
4　
取
寄
テ 
乙
Ｂ
Ｃ
　
　
　
4　
病
ニ
迷
フ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
病
ミ
迷
フ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
6　
ト
云 
諸
本
欠
字
。「
ト
云
フ
」
大
　
　
　
14　
非
ス
ナ
リ 
諸
大　
諸
本
か
く
作
る
。
巻
十
六
第
三
十
三
話
四
九
一
5　
少
シ
験
ト 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
11　
无 
「
无
シ
」
大
　
　
　
11　
ノ 
諸
大
　
　
　
13　
遁
ヘ
ク
モ
非
ス 
乙
Ａ
Ｂ
「
遁
ル
ヘ
ク
モ
非
ス
」
Ｃ
「
遁
ク
モ
非
ス
」
野
「
遁
ク
モ
非
ヌ
」
底
北
実
国
大
　
　
　
14　
曳
レ
テ
行
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
14　
二
人
臥
ヌ 
北
実
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
九
二
7　
返
来
ヌ
間
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
7　
得
サ
セ
タ
ル 
諸
（
底
は
サ
の
上　
か
な
半
分
位
空
白
）
　
　
　
11　
放
免
 
諸
大
巻
十
六
第
三
十
四
話
四
九
三
5　
若
キ
女
房 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
6　
有
ヘ
カ
シ
ク
テ
ク
シ
タ
リ
★　
「
有
ベ
カ
シ
ク
テ
具
シ
タ
リ
」
底
北
実
国
乙
大
「
有
ヘ
カ
シ
ク
シ
テ
具
シ
タ
リ
」
野
「
有
ヘ
カ
一
一
一
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
シ
ク
シ
タ
リ
」
Ａ
Ｃ
「
有
ヘ
カ
シ
タ
テ
ク
シ
タ
リ
」
Ｂ
　
　
　
10　
可
行
宿
所
モ
無 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）「
可
行
宿
キ
所
モ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
13　
行
ヌ
ル
程
ニ 
諸
大
「
行
ス
ル
程
ニ
」
底
　
　
　
13　
夫
有
ト
モ 
流
布
本
「
夫
有
ル
ト
モ
」
古
本
大
（
北
本
は
「
リ
ィ
」
と
朱
傍
）
 
古
格
を
保
つ
表
現
は
「
有
リ
ト
モ
」
　
　
　
14　
思
フ
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
偉 
古
本
乙
大
Ａ
「
独
ニ
」
Ｂ
「
竊
ニ
」
Ｃ
 
竊
の
省
文
（
穴
冠
を
省
い
た
も
の
）
の
異
体
字
「
一
」
の
変
　
　
　
15　
人
ヤ
ト
コ
ソ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
九
四
1　
不
交
ケ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
十
六
第
三
十
五
話
四
九
四
9　
常
住
観
音
品
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
四
九
五
1　
懃
ン
カ
為
ニ 
Ａ
Ｂ
　
　
　
1　
適 
乙
Ａ
Ｂ
　
　
　
8　
懺
法
シ
修
シ 
諸
大　
北
・
Ｂ
の
朱
傍
「
ヲ
」
　
　
　
10　
聞
テ
ン 
流
布
本
「
聞
テ
ム
」
諸
大
巻
十
六
第
三
十
六
話
四
九
五
17　
尚 
流
布
本
「
尚
ク
」
古
本
大
一
一
二
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四
九
六
2　
一
ノ
大
居
タ
リ 
諸
大
　
　
　
3　
衣
ヲ 
諸
大
　
　
　
3　
鬼
河
也 
諸
大
　
　
　
10　
念
シ
奉 
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
15　
賀
茂
ハ 
諸
「
賀
茂
□
」
底
大
巻
十
六
第
三
十
七
話
四
九
七
2　
第
卅
七 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
幾
程 
流
布
本
「
幾
ク
程
」
古
本
大
　
　
　
6　
強
ニ 
諸
大
　
　
　
6　
露
付
タ
ル 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
8　
此
勝
タ
ル
 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
ノ
勝
タ
ル
□
ノ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
8　
紫
吉
事
 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
此
レ
糸
吉
キ
事
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
9　
速
ニ
云
ヘ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
速
ニ
此
ノ
云
へ
バ
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
10　
不
 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
不
二
潔
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
11　
文
ヲ
テ 
諸
大
　
　
　
11　
渡
セ
ハ 
諸
大　
諸
本
か
く
作
る
。「
文
脈
か
ら
い
え
ば
、「
渡
サ
バ
」（
北
本
は
、
か
く
朱
訂
す
）
が
予
想
さ
れ
る
。」
　
　
　
12　
去
来
リ 
★　
「
出
来
リ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
去
来
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
14　
其
カ 
乙
Ａ
Ｂ
一
一
三
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
　
　
　
14　
打
入
レ
ツ 
諸
大
「
打
入
レ
ヲ
」
Ｂ
　
　
　
15　
不
思
係 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
17　
請
タ
リ
ケ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
巻
十
六
第
三
十
八
話
四
九
八
4　
紀
伊
國 
北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
5　
尼
等 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
尼
共
等
」
底
北
実
国
野
大
 
「
古
本
か
く
作
る
。
こ
の
例
に
よ
り
「
共
」
の
接
辞
性
、「
等
」
の
助
詞
性
が
自
ら
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。」
　
　
　
8　
一
人
悪
人 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
9　
其
女
形
有
様
モ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
　
11　
中
居
井
又 
★　
「
中
居
キ
又
」
底
北
実
国
野
乙
Ｂ
大
（
底
は
中
の
下
に
ニ
朱
補
）「
中
居
并
ヌ
」
Ａ
「
中
居
並
ヌ
」
Ｃ
　
　
　
13　
導
ス 
乙
Ａ
Ｂ
「
導
ヌ
」
Ｃ
「
導
ス
」
底
北
実
国
野
大
　
　
　
13　
此
ヲ
 
諸
本
欠
字
。「
此
レ
ヲ
」
大
　
　
　
15　
□
テ 
諸
大　
北
本
の
傍
書
「
ニ
向
テ
」
と
朱
書
。
　
　
　
17　
監
ニ 
諸
大　
「
濫
」
Ｃ
巻
十
六
第
四
十
話
四
九
九
12　
標
目
〔　
欠　
〕 
「
十
一
面
観
音
變
老
翁
立
山
崎
橋
柱
語
第
四
十
」
Ａ
Ｃ
一
一
四
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他
本
に
は
な
し
。
お
わ
り
に
　
『
今
昔
物
語
』
巻
十
六
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
古
本
系
の
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
の
表
記
と
は
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
表
現
が
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
そ
れ
は
、
空
白
な
ど
の
形
）
12
（
式
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
巻
十
六
の
場
合
は
、
Ｂ
本
と
乙
本
の
い
ず
れ
か
の
表
記
に
合
致
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
巻
十
六
で
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
古
本
系
の
欠
字
部
分
の
ほ
と
ん
ど
が
流
布
本
系
で
は
踏
襲
さ
れ
ず
、
欠
字
を
な
く
し
て
、
意
味
合
い
が
通
じ
る
よ
う
な
表
現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
様
が
見
て
と
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
第
七
話
、
第
十
五
話
、
第
十
七
話
、
第
二
十
一
話
、
第
二
十
四
話
、
第
二
十
六
話
、
第
二
十
八
話
、
第
三
十
七
話
）。
　
巻
十
五
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
本
系
と
流
布
本
系
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
察
し
）
13
（
た
が
、
巻
十
六
の
場
合
に
は
、
流
布
本
系
と
の
一
致
度
の
高
さ
か
ら
み
て
、
流
布
本
系
し
か
見
て
い
な
い
可
能
性
も
考
え
得
る
。
第
四
話
で
は
、
古
本
系
が
「
罪
報
」
と
す
る
部
分
を
流
布
本
系
で
は
、
文
脈
に
あ
わ
せ
て
「
財
宝
」
に
漢
字
を
書
き
換
え
て
い
る
。
同
じ
く
第
四
話
に
、
古
本
系
で
は
「
敢
」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
流
布
本
系
で
は
、「
散
」
の
漢
字
に
な
っ
て
お
り
、
文
脈
上
、
意
味
不
明
な
漢
字
に
つ
い
て
は
、
校
訂
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
五
話
で
は
、
古
本
系
が
「
不
違
ネ
バ
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
流
布
本
系
で
は
、
「
違
ネ
バ
」
と
し
て
、
送
り
仮
名
の
付
し
方
も
古
語
の
表
記
を
踏
襲
し
て
い
な
い
。
第
七
話
で
は
、
古
本
系
が
「
可
得
ク
モ
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
流
布
本
系
で
は
、「
辞
可
得
ク
モ
」
と
し
て
、
文
脈
上
、
必
要
な
「
辞
」
を
挿
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
七
話
で
は
、
古
本
系
が
係
り
結
び
に
呼
応
し
て
「
ケ
レ
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
流
布
本
系
で
は
、
同
時
代
の
文
法
に
則
し
て
「
ケ
リ
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
古
本
系
で
一
一
五
彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十六の本文の位置づけ
は
文
脈
上
、
意
味
が
通
ら
な
い
部
分
を
流
布
本
系
で
修
正
し
て
記 
載
す
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。
　
ひ
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
表
記
の
意
識
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
諸
本
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
と
し
た
い
。
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介
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〇
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〇
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九
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三
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。
